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ヵ
昭
和
五
十
八
年
度
の
予
算
が
一
一
一
月
定
例
市
議
会
で
議
決
さ
れ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
白
予
算
は
統
官

女
一
地
方
選
挙
者
控
)
え
一
、
市
長
・
市
議
と
も
改
選
期
を
通
5

え
る
た
め
、
繭
周
白
基
本
方
針
は
、
政
晴
的
な
新
合

会
ι

規
事
業
の
予
揮
計
上
は
原
則
と
し
て
見
送
ら
れ
、
い
わ
出
る
骨
格
予
揮
を
革
識
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
公

安
行
政
田
博
開
は
避
げ
る
べ
き
と
由
ζ

と
か
ら
一
行
政
指
樟
で
あ
る
第
二
次
総
合
間
開
発
許
直
の
実
描
計
画
で
開
開
示
ム
M

A
M
-

さ
れ
て
い
る
事
業
の
中
で
、
盟
県
補
助
金
品
、
起
慣
を
伸
う
も
白
、
す
で
に
設
許
調
査
等
の
準
輔
が
さ
れ
実
施
世

合
ι

の
方
向
一
が
御
ら
か
な
も
の
、
あ
る
い
は
工
期
等
由
関
係
か
ら
補
正
措
置
支
ば
支
障
が
で
る
も
の
な
p
hは
当
初
会

合
予
算
に
計
上
し
て
、
行
政
白
効
率
的
な
執
行
と
迅
逗
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
出
に
議
を
用
い
て
い
ま
す
。
ム
ロ

古
い
わ
ば
、
「
半
骨
格
予
算
」
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
鶏
成
者
れ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
は
、
予
算
世

世
'e
白
内
容
と
、
今
挫
の
市
政
の
宵
訴
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

会
計
)
二
憶
一
ニ
千
九
百
十
二
万
円

マ
土
地
改
良
事
業
二
惜
八
千
一
一
一
浅
間
時

十
五
万
円

マ
水
産
菜
回
世
興
事
業
〈
魚
鵠
造
成
〉

一
千
一
一
一
百
五
十
万
円

円

v
漁
港
整
時
事
業
時
千
五
百
万
円

マ
勤
労
者
金
融
対
構
事
業
一
億
五
千

昭
珂
五
十
八
年
度
の
予
算
規
模
は
、
二
十
四
万
円
慌
の
講
堂
殺
閣
内
波
高
制
覇
の
新
築
、
豊
百
九
十
一
万
円

一
般
会
計
が
三
百
四
十
六
暗
内
、
特
別
マ
排
水
路
整
賄
事
業
二
掠
山
千
万
円
田
小
川
q
校
ほ
か
問
料
の
プ
ー
ル
怨
護
世
マ
蘭
輪
溺
整
備
事
業
(
特
別
会
計
〉

合
計
と
帝
業
会
計
が
四
百
同
信
七
一
百
十
マ
生
活
道
路
輯
備
事
業
八
億
八
千
九
を
計
上
し
ま
し
た
。
三
摺
五
千
五
百
十
方
向

八
万
九
千
内
で
、
蛤
領
主
百
五
十
憶
七
百
九
十
七
万
円
次
に
、
近
い
羽
来
、
建
設
を
予
主
〕

Eミ

百
十
八
万
九
高
と
な
り
ま
し
た
。
前
マ
芸
主
勢
地
時
情
事
楽
器
て
お
主
主
術
館
構
想
自
滑
な
推
寸
色
相
模
川
川
に
橋
zzzJ

年

度

当

初

予

算

定

語

、

一

般

九

日

計

六

千

六

百

一

一

…

十

九

万

円

進

高

る

た

め

、

専

門

家

芸

め

た

土

建

設

を

要

望

…

か
半
骨
格
予
算
と
い
う
ζ

と
も
あ
っ
て
7
自
〕
相
む
み
間
以
上
金
問
i

万
円
備
委
員
会
発
足
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
…

M

7
九

五

、

特

別

会

計

と

企

業

会

三

一

年

目

の

社

j
v私
立

者

喜

朗

費

補

助

金

7
2
1
講
義
J

〈
り

25川

計

の

ト

ー

タ

ル

予

ほ

、

老

人

保

寝

民

時

間

川

川

一

倍

一

一

一

1
5プ
イ
五
万
円
快
適
な
市
民
住
活
と
活
力
あ
る
都
市

理

由

削

設

な

ど

の

震

か

、

主

エ

一

川

会

福

祉

基

金

ハ

エ

芸

喜

重

注

水

小

、

問

崎

活

動

の

伸

害

調

る

た

め

、

都

市

器

磯

町

の

増

と

な

っ

て

い

ま

す

。

…

…

小

笠

原

崎

改

築

、

山

下

小

講

堂

新

築

、

盤

備

を

察

局

に

魅

力

あ

る

都

市

づ

く

す
一
な
開
間
町
は
、
前
説
、
使
用
料
法
ぴ
、
Z
一
一
福
祉
社
会
戸
環
境
づ
く

Fid-
港
、
な
で
し
ζ
、
松
延
、
中
獄
、
豊
田
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
九
年

手
数
料
な
ど
の
自
主
尉
時
が
七
八
・
問
福
祇
車
d

講
は
、
専
門
的
な
施
J
収
容
小
プ
ー
ル
桔
翠
伊
〉
十
四
億
一
千
百
を
メ
ド
に
、
県
が
実
砲
す
る
品
開
引
き
の

割
、
国
・
県
支
出
金
や
前
官
な
ど
の
怯
の
対
応
と
並
存
し
て
、
在
宅
ケ
ァ
、
生
八
十
四
万
円
見
直
し
に
特
点
を
白
わ
せ
、
国
土
利
活

存
財
慌
が
一
一
了
六
が
で
す
。
し
か
会
か
い
問
題
な
ど
隔
広
い
対
応
が
求
め
マ
中
学
校
帯
構
事
業
(
大
野
中
外
柵
態
計
画
に
伴
芝
市
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

し
、
探
剖
な
時
済
事
情
を
反
映
し
て
、
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
ζ
で
、
一
人
一
備
等
〉
一
億
一
千
四
百
九
十
三
万
円
ま
た
、
寝
間
の
路
線
は
、
相
槙
川
品
、

法
人
市
民
組
と
語
気
税
の
減
収
が
ま
人
選
躍
で
あ
る
己
長
原
点
に
、
心
マ
小
中
学
校
テ
レ
ピ
カ
ヨ
!
化
霊
葉
川
の
椅
り
ょ
う
整
備
の
遅
れ
か
ら

j
l
れ
、
苦
岳
に
雨
組
収
入
の
伸
び
が
鈍
の
ふ
れ
あ
う
福
祉
問
随
時
宗
一
進
め
て
い
き
一
一
芋
四
百
ム
ハ
十
九
万
円
笠
通
渋
滞
が
起
き
、
同
下
、
問
中
間
中
入
構

化

し

て

お

。

、

前

年

セ

バ

比

で

は

間

格

ま

す

ブ

門

V

軍
要
文
化
財
金
目
光
明
寺
半
解
体
催
の
m
R
け
替
え
と
花
木
構
鉱
鴎
な
ど
を
窓

辺
制
引
の
仰
ひ
に
宇
吾
ま
っ
て
い
ま
す
。
マ
生
活
改
善
事
業
住
宅
事
改
築
資
金
貸
理
問
補
助
金
一
千
二
百
五
十
万
円
い
で
い
ま
す
が
、
両
阿
川
に
も
う
一
つ

7
総

合

公

園

の

よ

付

金

一

一

平

高

マ

公

民

館

薬

事

業

(

松

原

公

民

館

新

の

揺

を

と

い

う

ζ
と
可
麗
決
議
錦

二

山

マ

社

会

福

祉

雲

拠

出

金

百

干

高

改

築

等

)

一

情

一

一

一

千

八

十

九

万

円

弱

震

ぎ

と

霊

山

下

組

の

盤

構

川

造

成

工

事

合

川

マ

若

人

福

祉

事

業

議

五

千

百

四

-

コ

…

八

万

内

J
商

底

街

の

活

J
A
M貼
引

民

間

叫

日

町

r

T
-
i
z
-
-
z筆
環
壊
づ
く
り
ミ
か
マ
警
者
福
祉
事
業
五
億
七
千
九
十
…
性
化
に
努
力
…
安
全
利
用
の
促
進
と
放
置
自
転
車
選

建

て

替

え

最

終

日

咋

次

ぞ

迎

え

る

宮

の

五

万

同

一

…

を

進

め

る

た

め

、

駅

東

側

地

下

選

に

立

前
住
宅
は
、
第
一
種
住
宅
一
二
十
一
戸
、
第
マ
児
童
福
祉
事
業
主
六
千
四
百
五

;
5豪
華
環
境
づ
〈

?
2山
富
造
式
自
転
車
駐
重
量
護
し
ま

一
一
閣
住
宅
四
十
戸
の
盤
情
を
進
め
、
明
十
一
一
方
向
中
心
商
医
街
の
活
性
化
は
、
市
民
的
す
。
駐
車
崩
対
講
簡
で
は
、
民
間
の
-1

年
産
以
降
は
虹
ケ
出
住
宅
白
廷
で
替
え

7
生
活
保
謎
段
助
費
十
一
一
日
陪
五
千
四
ん
げ
穏
幸
必
要
と
す
る
…
大
事
業
で
ず
。
規
模
駐
蚕
場
整
弱
計
画
へ
の
指
導
や
協

を
予
定
し
、

B
干

県

と

折

面

を

続

け

て

百

四

十

八

万

円

モ

ζ
で
、
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
か
力
、
あ
る
い
は
ま
ち
づ
く
り
構
想
と
の

い
ま
す
。
マ
国
民
曜
境
保
険
事
業
(
特
別
会
訂
〉
ら
翠
け
さ
れ
た
内
容
を
中
軸
と
し
て
、
接
合
性
を
持
つ
パ
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー

緯
A
げ
公
関
建
設
事
業
は
、
外
野
ス
タ
五
ト
七
億
一
一
ヰ
二
平
日
万
円
間
持
者
白
理
解
と
協
力
者
一
時
て
、
県
悼
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

ン
ド
の
造
成
工
事
に
入
る
予
定
で
す
a

マ
老
人
保
健
医
揮
事
業
(
特
別
会
計
)
化
す
る
た
め
積
極
的
に
腎
力
し
て
い
き
マ
幹
綿
道
路
曜
情
事
業
(
金
沼
神
戸

ま
た
、
今
挫
の
悶
県
補
助
金
の
推
移
に
四
十
四
億
七
予
一
一
一
百
八
十
九
万
円
ま
す
図
工
荒
振
興
に
つ
い
て
も
、
引
き
輯
、
真
土
問
耐
綿
改
良
帯
)
一
倍
五

よ
っ
て
は
、
内
野
ス
タ
ン
ド
の
造
成
ヱ
マ
思
議
策
事
業
一
一
一
千
百
七
十
七
万
続
き
脳
議
室
め
ま
す
。
千
一
一
言
九
十
万
円

事
に
も
入
る
予
定
で
ず
。
そ
の
ほ
か
、
円
農
業
振
認
は
、
都
市
川
本
珂
農
業
の
特
マ
街
路
開
備
事
業
(
平
壇
海
山
町
秦
野
緯

小
松
原
、
大
蒔
、
期
滑
卓
の
公
間
整
備
マ
消
防
施
一
品
轄
崩
事
業
(
第
六
分
間
げ
色
を
告
か
し
ゅ
/
議
笑
経
常
を
脅
成
し
、
立
体
交
差
、
午
壇
大
磯
海
岸
錦
、
大
匂

も
進
め
ま
す
。
金
口
改
築
等
)
九
千
五
百
八
十
二
万
円
そ
の
安
定
を
留
り
ま
す
。
札
島
綿
等
)
同
億
七
千
七
十
五
万
円

滋
(
い
つ
)
水
対
策
が
急
が
れ
て
い
マ
ヌ
通
安
全
幅
設
時
情
事
業
三
千
二
漁
業
厳
興
は
、
第
七
次
開
時
前
抑
備
事
マ
部
用
改
造
事
業
〈
特
別
会
計
〉
七

た
7
回
日
許
水
路
は
、
聞
の
特
明
補
勧
告
百
九
十
七
万
円
業
の
促
返
に
現
出
、
航
路
維
持
品
、
個
斜
億
二
千
四
百
七
十
二
万
円

月

九

て

、

車

市

警

護

す

る

計

画

勺

小

中

学

校

各

J
P
U踊
閥

均

昨

日

町

村

町

…

2

親

善

交

流

の

J

Z摺
住

宅

建

設

霊

(

宮

町

前

住

宅

…

一

一

校

建

設

へ

一

一

二

千

一

一

一

万

円

一

輪

を

広

げ

る

一

建

て

醤

一

一

一

ろ

五

信

九

百

七

十

万

向

山

川

マ

中

小

企

業

金

議

対

情

事

業

一

一

一

一

億

一

…

…

マ
公
国
轄
地
開
情
事
業
(
大
且
局
、
高
麗

1

:
整
育
文
化
環
境
づ
く

P212M
千

四

百

十

九

万

円

山

ミ

E

Z
地
域
づ
く
り
の
推
進
2
ん

山
、
小
松
鼠
公
園
等
〉
一
一
一
憶
二
百
十
旭
、
金
国
地
盛
田
兎
鷺
生
徒
の
急
増
マ
七
夕
ま
つ
り
開
提
香
託
事
業
一
平
友
軒
都
市
と
市
民
休
養
の
翻
と
の
交

五

万

円

対

舗

と

L
て

、

山

下

小

学

校

と

金

宮

中

九

百

万

丹

波

の

輔

を

広

げ

、

広

い

視

野

と

協

調

性

マ
結
合
公
爵
整
樹
事
業
(
野
訣
璃
轄
構
学
校
が
開
校
し
?
の
で
、

ζ
れ
か
ら
は
マ
農
業
控
継
者
首
罰
対
構
事
業
三
千
ぞ
持
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

等
〕
十
七
倍
一
一
一
千
五
百
六
十
万
円
仮
称
大
原
小
学
校
と
佼
称
第
二
神
邸
中
二
百
五
十
七
万
円
マ
市
民
組
踊
育
崩
事
業

ω

千
六
百
二

マ
下
水
道
事
業
(
特
別
会
計
)
五
十
学
校
白
新
設
に
思
り
級
ん
で
い
き
ま
マ
農
業
振
興
事
業
六
千
八
百
六
十
七
十
一
万
内

三

億

七

手

五

百

万

吟

す

。

既

設

校

の

整

備

で

は

、

花

求

、

間

万

円

マ

友

好

都

市

・

市

民

体

聾

の

揮

関

係

緩

マ
都
市
下
水
路
整
情
事
業
五
手
七
百
崎
小
学
校
校
舎
の
増
改
築
、
山
下
小
学
?
責
肉
セ

y
タ
l
新
改
襲
撃
業
(
特
別
費
六
百
十
二
万
円
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平
壇
市
大
神
環
揖
構
生
セ
ン
タ
ー
官
夜
、
し
尿
処
理
瀦
読
む
者
者
を
望
め
て
問
所
式
聖
行
っ
た
。
完
成
し
た
し
尿
処
理
腫
授
は
、
昨

朽
化
と
と
も
に
排
出
汚
物
の
蝿
が
変
化
し
て
対
応
L
に
〈
〈
な
っ
た
気
性
消
化
方
式
を
援
用
し
た
一
日
首
八
十
キ
ロ
初
出
処
理
語
力
を
も
つ

た
め
、
地
主
克
の
協
力
世
保
て
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
現
在
自
し
尿
処
施
設
で
、
処
理
ポ
は
流
域
公
共
下
水
道
へ
放
流
し
、
排
出
さ
れ
る
汚

濁
厳
設
的
祁
側
に
、
一
一
寄
艦
両
師
事
業
と
も
玄
新
し
い
し
尿
処
理
癒
緩
泥
を
「
低
温
乾
属
聾
姪
」
玄
乾
揖
さ
せ
た
接
噴
却
す
る
な
ど
、
環
境

を
建
設
し
て
い
た
が
、

ιの
ほ
ど
完
成
し
、
三
月
二
十
八
日
開
時
保
全
に
配
置
が
な
さ
れ
て
い
る
。

現
在
あ
る
し
尿
処
護
措
設
は
、
昭
和
一
庁
内
に
「
平
車
市
し
尿
処
理
施
設
整
備
一
は
、
処
四

一
一
一
十
五
年
に
日
島
県
支
十
四
山

F"の腰
気
一
番
目
間
企
」
を
設
質
し
で
、
調
々
一
か
、
投
1

性
情
化
処
潔
方
式
の
処
理
施
設
と
し
て
一
歯
車
ね
た
結
果
、
臼
量
言
八
l
?
J

一一めでき、

建
設
さ
れ
た
が
、
そ
白
世
、
処
潔
盤
の
一
一
坦
施
設
の
態
認
が
決
ま
っ
た
。
由
一

増
加
に
よ
り
一
一
一
十
九
年
、
白
塗
雷
一
一
十

六
J
V
U
の
処
理
描
設
が
増
設
さ
抗
た
。

し
か
し
、
こ
む
処
環
施
設
は
す
で

に
、
建
設
時
か
ら
ニ
十
余
年
を
経
過

し
、
周
設
の
耐
用
年
数
も
経
過
し
て
い

る
た
め
、
施
議
全
官
悼
の
老
弱
化
が
撤
し

く
、
正
常
な
運
転
に
喧
障
を
き
た
す
よ

う
な
状
摺
に
な
っ
て
い
た
ー
ま
た
、
建

設
当
鮮
の
施
設
設
計
が
、
仲
ー
し
問
岡
田
処

理
を
主
眼
と
し
て
設
計
塾
表
さ
れ
た
た

、
め
、
投
入
荷
物
を
謁
獲
す
る
貯
萄
檎
や

前
処
理
震
構
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
と
、
俊
一
し
尿
と
質
的
轟
ラ
し
尿
浄
化

構
の
滑
掃
に
と
革
委
つ
拘
泥
が
急
激
に

増
加
し
た
ζ
と
じ
よ
り
、
そ
の
処
一
環
の

対
応
一
が
し
に
く
〈
な
っ
て
い
た
。

ζ
白
た
め
、
昭
和
平
ヤ
西
洋
六
月
、

~ 

百吉和58~3向究If，(
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180 KQ 

叙E聖書主力
在住 L ;r，長
期t稔汚泥

完成したし尿処理施設

50m1以下
51ml以J二 100m'以下
101m'以上 2Cαポ以下
201m!以ょ 300m'以下
301m'以上 500m'以下
501m1以J二 1， OOOml以下
l，OOlmt以J二3，OOOm'以下
3，OOlm1以上 !)，OOOm1以下
5，口01m)以よ10，OOOmi以下
10， QOlmJ以工15，C∞m'以下
15，OOlmIL以ょ20，OOOm1以下
20，OOlmJ，以上25，OOOm

'
以下

25，OOlmi以よ30，OOOm1以下
30，OOlml以上35，叩Om'以下
35，OOlml以上40，OOOm'以下
40，OOlm'以上

市
民
繍
談
窓

n
i
一
一
一
一
内
線
二
九
一
ニ

。
一
人
権
法
曹
相
談

4品
目
〈
谷
、

5
R
2
8
ハ月〉

〈V
行
政
書
議
描
緩
戸
日
同
時
f
話
時

。
一
睡
撞
樺
椙
鍛

5
月
6
自
(
金
〉
、

5
月
初
日
〈
火
〉

予
約
樹
ハ
電
話
で
も
可
〉
、
日
ω
時
i
m時

。
宅
地
殻
耕
輔
副
叫

4
舟

m
H
〈
火
)
刊
同
時
i

M

山時

予
約
制
制
〈
甥
詣
で
も
可
)

。
設
記
、
供
託
、
澗
議
栂
銭

5
R
m日
(
金
)
‘
M
M
時
i
刊即時

。
住
宅
相
絞

4
舟
閉
山
口
ス
火
〉
刊
日
時
i
m時

。
下
一
務
取
引
栂
絞

4
月
n
B
〈
木
〉
お
時
ぬ
分
f
話
時

。
建
問
年
金
相
談

5
凸
月
間
品
百
〈
木
〉

m時
5
日
時

〈
〉
一
般
市
民
相
談
毎
日
(
た
戸
ν、
土
一
曜
日
は
均
時
一
ま
で
.
8

曙
・
祝
百
は
除
〈
〉

。
消
費
生
藩
指
談
一
時
現
金
韓
日
、
叩
時
f
お
時

。
時
期
帯
護
持
候
栂
談

5
H
9
臼
(
月
〉

mw時
1お
時

ご手tlr習を



す
:
躍
は
、
市
民
空
語
L
安
ら
吉

t面
倒
い
を
与
え
る
、
か
け
が
え
白
な
い
閑
静
ゼ
あ
る
。
市
交
は
、
草
木
官

会
田
穿
が
ふ
書
始
め
る
ζ

由
時
鍛
昔
、
春
由
縮
化
月
同
と
定
め
、
大
切
な
躍
を
守
b
宵
て
よ
う
と
努
め
て
官

会
:
い
る
。
己
h
u
J
L
あ
わ
せ
、
毎
年
開
い
て
い
る
「
輯
化
ま
つ
D
」
も
、
今
年
で
十
回
目
を
通
Z

え
る
こ
と
に
よ
日

会
。
な
D
、
四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
一
日
ま
で
白
一
一
守
口
問
、
八
幡
山
公
爵
で
一
閣
か
れ
る
己
と
に
な
っ
た
。
a
o
合

女
体
自
由
ひ
と
と
書
そ
、
と
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
嶺
し
み
い
た
だ
き
た
い
e

a

o

マ

ム

揮
十
由
宇
ャ
記
念
す
る
今
年
四
一
掃
化
ま
一
四
月
二
十
元
日
午
前
九
時
か
ら
仔
わ
一
花
な
で
し
と
む
種
子
を
つ
け
た
面

つ
り
は
、
四
月
一
一
十
九
百
の
祝
日
〈
夫
一
れ
る
関
金
式
は
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
一
一
一
一
首
個
を
一
斉
に
空
へ
放
っ
。
W
J

か
ら
主
万
一
日
の
日
曜
日
一
よ
る
段
笛
閣
制
審
の
中
、
関
金
宣
言
と
向
一
揖
化
ま
つ
D
を
詑
念
し
て
、
寄
幽

“
時
に
花
火
が
打
ち
上

V
Pれ
、
市
民
む
一
た
車
問
松
と
、
新
潟
県
の
県
木
者
同

六
本
田
県
木
を
記
念
植
樹
す
る
。

隷
化
ま
つ
り
む
期
間
中
、

*1草花等の即売会 (3日間)
平揖市癒芸協会、主主花小売街協間組合によ担、草花、鉢

朝、野菜惑の郎売が行われる。

*縁の相談窓 (3日間〕
樹木や草花の掴裁について、専門家が相談に応じる。

会森林コーナー (3B間〕
森林と緑の重要性を、パ永んでみなさんに紹介する。

会模範花壇コーナー (3B荷)
平場農業高校花曽部のみなさんカマ下った槙範花壊を展示

する。まつり鰐了後は、市福祉関係施設へ配布する。

女各あてゲーム (3B窃・ 10時、 13音寺〉
会場内に指定した10種類自木と花の名前をあてる。書加
者には、 Z吉念品が贈られる。

女お祭ザ太鼓 (3白書号・ 10時〕
市内の太鼓保脊鳴と、平埋七夕;太鼓が出演する。

会 18動物村 C4il298.5fllS)
ボニ」、ヒYジ、1)ス、少す早などのミニ動物園G おと
なしい動物ばil''Dで、手に触れる己ともできる。

会巣筏っくり教室 (4fl29 臼・ 10a寺~15時〉
塁手鳥用の巣箱を搾る g 討料費として 400月必要。

台B喜木の配布 (3B問・ ga寺〕
つば君、さっき、いぬつげや、サルビア、ベチュニア等

を無斜配布する。申し込み市jで、引き替え券が必要。

t:r~票ことの配布 (4 月 29 日・ 30 日)
午按2時から、塁塁ゴニ1袋を先著 5∞人に無輯配布する。

背番穀豊富3*配布 (4fl30箆・ 11音寺)
寄贈された苗木、サボテンを先着目冨に無制配布する.

*1直木のセ l)j者(5Jl 1尽・ 13時〕
植木市出活者から寄せられた植木のセl)を告書<.

iiiiiil織 !?!iii!
査費話室長毒機騒開草野警富豪雪f塁塁
手妥。度喜語、選轟轟グ主題雪量言語卒
六宵 あにげ 司選震喜望F ー先郷。ズ念壕

暴言語苦嘉 文生でクしヨ
幕 D なな石ライ方ンズカマ寄贈童量君 主て手

4月14日に翫テー地方通幸挙、市長、市輯
由告示が行われ、 4月24日の投票で決ま

ります。

そιで、 「市政にひとことjと題し
て、市長・市華全識員に期待する言購や

市政に対する提言、む窓見を碍揮してい

ます。お寄せ〈ださい.

0字数 400宇以内 E住所、民名由記入
を〉

o締め切哲 4月258までに広報課へ.
0弗費 5月号広報ひらつか Eただし、
援雷やむ意見iJ'多い場合4は、掲載官き

ないζ ともあります〉

。提言先平車市揖題町 9-1 広報課
広報i係 f護軍話23-1111)

ー
四
月
一
日
付
i

O
部
長
誠
退
職
〈
一
一
一
月
三
十
ゴ
口
付
)

・
秋
山
塙
努
・
佐
藤
重
雄

八
部
・
貴
国
邦
夫

。
部
長
紙
製
動

・
指
導
部
長
山
本
桂
一
郎

乙
小
学
校
長
)

主催平車市競光協金

官話由ため延期になっていましたが、 5月

8臼6こ決まりました。まだ申しiみまれず、

これから参加したい方も揖加できます。

とき 5月8B (臼〉
出南午前B時30分~

参加軒 3.印。円

⑫申し込みと問い合わせ

・庄三郎丸 需話21-1012
・害損丸 .{; 22-2552 
・豊漁丸 '1-' 22-5956 
・簡八丸 .fr 21.-0田4
・a拍郎丸 .fr 21-1312 

基金の日擦額t工、 3年間で2億円。

基金から生み出された利子は、地域

福祉活動を進めるための福祉事業の

広い範窃に使用されている。あなた

の善意を社会福役基金にご協力を。

務在者真 122，011， 731円
(58年 3月18自混在コ

平壌市社告議祉協議金曜霊緩 33-1377

平理市補祉部探緩揮 惣務 23-1111



下
回
排
水
路
の

い
っ
水
を
解
消

市
で
は
、
快
適
な
い
生
活
豪
雪
襲

一
す
る
た
め
、
下
水
道
事
業
〔
一
一
刻
一
一
一

一
期
〉
を
推
進
し
て
い
る
。

一
昭
和
五
十
八
年
度
で
は
、
当
初
予
算

部

白

か

ら

春

の

拐

犯

運

動

を

一

で

時

一

審

喜

久

下

回

幹

融

自

い

っ

一
水
対
構
と
し
て
玉
川
橋
か
ら
侶
伊
勢
原

審
の
防
犯
溜
動
が
、
四
月
二
十
六
日
一
と
吉
は
、
気
軽
仁
留
守
を
讃
め
号
r
か
う
一
問
問
滋
ま
で
白
中
原
幹
綿
秒
整
備
す
る
ζ

か
る
五
官
月
五
臼
ま
で
の
十
日
間
討
わ
れ
一
瞬
り
近
所
市
議
し
合
っ
て
お
乙
三
一
と
に
な
っ
た
。

る

乙

と

に

な

っ

た

。

一

マ

憩

増

し

T
い
る
オ
ー
ト
バ
イ
滋
蕊
よ
一
工
事
期
間
中
、
付
近
の
み
な
さ
ん
に

市
民
の
み
な
吉
ん
も
主
主
な
と
一
ぴ
山
f
i
年

の

非

古

傷

ご

う

一

G
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
る
が

の
被
害
に
事
わ
ぬ
よ
吉
十
分
注
意
し
、
一
オ
ー
ト
バ
イ
は
、
キ
i
そ
抜
い
た
だ
一
円
」
協
力
い
た
だ
き
た
い
a

掛
り
近
寄
削
と
の
連
帯
意
識
を
高
め
て
、
一
け
で
被
害
者
妨
げ
な
い
。
ち
ょ
っ
と
の
一
門
施
工
哀
域
同
〈
斜
線
部
分
〉

犯
罪
の
な
い
地
域
づ
〈
り
に
な
協
力
い
一
間
で
も
、
ハ

yド
ル
ロ
ッ
ク
や
ワ
イ
ヤ
一
円
V

二
期
事
業
区
域
営
松
町
、
浅
間

た

だ

重

た

い

。

一

i
錠
な
ど
で
、
し
っ
か
り
画
定
し
て
お
一
町
、
天
沼
、
買
八
幡
一
丁
呂
、
西
八
幡

マ
臨
富
田
蝿
ね
ら
い
中
忍
び
込
み
な
ど
の
一

ζ
う

。

一

一

ニ

一

丁

呂

、

迫

骨

由

各

一

部

世

入

謹

接

持

問

ご

う

一

ま

た

、

h
y与
に
よ
る
オ
ー
ト
バ
イ
盗
一
[
V
一
一
一
一
期
事
業
区
域
四
之
宮
、
東
八
幡

ほ
ん
白
わ
ず
か
な
閣
時
に
、
申
喜
巣
…
が
増
え
て
い
る
。
家
庭
、
学
校
、
地
域
一
二
丁
目
、
商
八
幡
一
一
一
丁
窓
、
大
原
、
新

に
入
ら
れ
た
闘
も
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
の
一
な
P
騒
ぐ
る
み
で
、
少
犀
由
罪
行
化
紡
一
町
、
中
原
一
了
呂
、
間
賠
一
丁
目
、
甫

留
守
で
も
、
必
ず
戸
捕
ま
り
を
一
ず
る
習
一
止
に
弼
や
雪
。
一
旗
一
・
子
一
一
一
丁
目
、
上
平
境
、
判
明
ケ

慣

を

つ

け

よ

う

。

そ

し

て

、

外

出

す

る

丘

の

各

一

部

;;::~:;.~;えさ予~;::~)~;:::.::~-~;空
き
巣
に
#

下宿東・

下宿i"i 北町会内

新川端自治会

南原下宿自治会

新町自治会

下宿住宅自治会

E松が丘地区1

4月初日 5月 2日、 4日

東中原自治会

E南廟地震3

5月4日、 6臼、 7日
南原町内会連合会

E富士見地区1の一部

5月 9日 桜タ丘自治会

富士見平町内企

5月10日 よ平塩町内会
5月11日二葉会

三区町内会

5月12臼 柳町田了間企
5月13日 四区町内会

二十四軒町自治会

5月16臼五区町内金
5月17日 畳原町内金
。予定 5月崇善、 6月
花水、なでしι、様、油、 7
月土沢、八幡、真土、 8月
横内、神田、域島、豊田、金

田、 9月間崎、金回

床下薬剤数布沼稜

【中原地区1
4月16日 裏宿開，北町内金
4月18日 裏宿東・西町内会
4月19日 御殿喪・西町内会

子四神住宅問治会

師殿南ー北町内会

上宿東町内会

上宿需・北町内会

中宿東・西町内会

4月20日
4月21臼
4月22臼

4月23日

4月258
4月26日
4月27日

万
一
出
火
し
た
シ
逮
α
は
、
初
期

の
う
ち
に
火
そ
消
す
ζ

シ
知
大

切
!
大
声
で
隣
近
所
に
声
を
か
け

あ
い
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
消
火

に
努
り
ー
雪
。

。
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
す
な

戸
ヤ
ん
な
に
大
き
な
一
地
震
で
も
、

大
き
な
揺
れ
は
一
分
程
度
ι

あ
わ

て
て
一
件
へ
飛
び
出
す
と
、
簿
下
物

な
ど
に
よ
り
負
慢
す
る
危
憤
が
多

い
。
闘
抑
留
の
状
況
を
よ
〈
確
か
め

て
、
落
差
着
い
て
行
動
し
よ
う
.

0
危
換
な
場
所
-
l」
近
寄
ら
な
い

狭
い
路
地
、
棋
聖
わ
、
が
け
の

上
や
が
け
下
、
ブ
ロ
ッ
ク
一
事
の
そ

ば
な
《
危
険
な
蝿
拐
に
い
る
と

き
は
、
急
い
で
そ
の
埠
か
出
離
れ

ι

ょ
う

狂犬病予防注射の日程
9 ， 30~11 '30 13' 00~14 ， 30 

4月15日旭公民館 旭公民議官

タ 16日なでしζ会館
，y 18司 自村八坂神社
-? 19臼 大神宮木神社
タ 20臼極車会館
-? 21臼 横内公民館
タ 22日 八幡公民館

タ 25日 諏訪町会館
ク 26日 大野公民館
タ 27B 花京公民館
-? 28日 金巴公民館
タ 30日羽石町公園
5月 2臼徳延神社
ク 4日 中原公民館

'" 6日
タ 7B
'" 9日 凶之宮北向観音四十瀬川!公顕

東中原公民館

曹団公民館

南原公民館

横内公民館

月免町公E語

大野公民館

花水公民館

金田公民館

八幡自治金館

中原公民館

誠島公民館

防除器具の愛し出しをします

病害虫の発生時期。早期発見、早期防除

に努め、庭木、幹物を病害虫から守ろう。

公歯車求地課では、一般家庭を対室長に防除器

具の貸し出しを行っているa

希望される方は、公調器地諜〈電話23
1111内蝿425)へ、電話で予約申し込みを。
【これf:J、ら発生する聾虫と紡除方法1
アブラムシ類スミチオY乳浄1)1.000培
・ハダニ類 タ

・ケムシ類〈ワメケム三ノ〉スミチオン乳斉rj

〈アメYカシロヒト!1) ク
亡チャドクガコ ク

お母寄りに豊かで楽しい毎日を送っていた

だくもので、次のとおり趣味の講座の受講生

を募集しています。各コースとも初心者向け

な自でお気軽にな参加を。 (5月から来年2
月〉

。盟枯市内在住60揖以上白方
。申し込み 4 月 18臼~，ら福祉企館で電話で

受け付ける。ただし、 1人 1コ}ス先着順。

・福祉会館電話33-2333
fコース1
0ツズム運動毎月第 1土橿白
。コーラス 鎚月第1金蝿日

。木星畢翻毎月第2金蝿白
。竹細工毎月第2木謂目
。朝 子毎月第3木曜日

。甜翁撒護 毎月第4京閣臼

人

人

人

人
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人
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E宝大なもはっちゃん、これはオドロキ

*各種大会、スボーy教室等む問い合わせは、教育委

員会時青課〈平254平器市平塩新宿 930 Jl，附台体育

館内毎話31-3060、31-3057)へ。

4 月~6 月 掃人悼力づ〈り事ミ宅

4月 揖人パドミントン教室

5月10日 第10閉掃人卓球大会
5 fl20日 第 1@l嬉人パドミントン大会

5月25日 第 3閉ゲートボール大会
6月 鼎人インドア軟式庭球大会

6 月 3 自 ~5 日 第32回市民ハイキYグ

6月12日 第 8[日市民連産まつD
7 月~- 9月 掃人品力づくり教室

7月初日-8月 2日 第20邑J少年野球式会

8月21日 第 17回少年少女水泳大会
9月 4日・ 11日 第32田市民暗合体育大会

9月28日 第 13@l踊人テニス大会
10月~11月 ナイタ-Y7トボール大会
10月~12月 掃入品力づくり教室

10月16日 第 12[1司f少年少女剣道大会

10月初日 第27回掃人パレーポーノレ大会
10月30日 駄の市民ハイキング

11月138 月間少年少宜マラソン大会

11月初日 27日 第20回実業団対抗品育大会

11月28日-12月 3日 社交ダンス講習会
12月11自 月例少年少女マラソン大会

1 月 ~3 月 踊人部力づくり教室主

lfl8日 市内地区対抗駅伝競定大会

1月15日 市内実業回対抗駅伝競阜大会

1月22日 月例少年少女マラyy大会
2 月 3 日 ~7 日 第32[由市民スキー講習会
2月19日 月間少年少、立マラYン大会
3月11日 揮14Lt?J少''l三少女マヨyy大会
3月25司 みんなで揮しく健康ランニング

58年度体育事業計画

四季の平器の風景および行事で観光宣伝に

適切な洋品を募集する。

φサイズカラーキャピホ以ょ1mつ切まで。
カラースライド 35ミ旦以J二
φ締め切り 5月初日〈金〉
φ送担先平揮市唾間限J9-1 平境市銀光
協会事務局および市内カメラ商組合加担底

⑫応事上の注意 ①応多手作品には、所定事項

を記入した応葬祭を時付する。①返却希望

者は、市内のカメラ酉組合を還したものに

限 t、活頭で返却する。③入賞作品とその

肢捕は主爆者に高ずる。(l:使用材艇は「サ

クラカラーフィルムj を.

韓

l 第3月曜沼一一
自治に京1F需できます。〈間料開放J

開放穣笥卓持、バドミントン、バスケット、

軟式庭環(1-4時〉、ノ《レ」ポ
ーノレ (4~ 8時〉

国各撞gとも、ラケット、シャト)C、ポーん

は必ず各自持曹を。(体育館には潟慈し亡

あfつません/)

4月18B(丹〉午後1~寺~8 時
5Jl9認 (丹〉午後?時~8 草寺

5月238(月〕午後 1a寺~号待
連動のできる線装で委参加し、上ばき潟由趨

動く'つを沼癒して〈だ古い. (館内は土足腰

轄です。コ競技場内でむ歌賞は禁止です。
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ひとひら¢雪上、下 渡辺浮ー

或る一人の立の話、雨の音宇野千代

がんばれf一年坊主 山口耕司

君き日の家康 戸部新十郎

可愛い女上、下 畑山博

パYの家 井主光晴

政ついたら計千本 大森繋

あはれ公子 jよj!M児E八

保父さんの品だより 岩山売

高野長英 中村整史朗

木態の謹る乙ろ 増野朝子

臼々の地図

断作戦

仮面白誘惑 竹内男太郎

浮草の女 藤沢周平

女80講の伝言 大塚荒子

川IllHIIH!I!家庭生活川!lHlIlIl!Hl

摺新の釣D方収集 宮沢芳樹

はじめて旺〉仲人 佐々木議子

力メラ磁器専学 児品昭雄

6替問でストレスカ?とれる/

チャーノレズ・ストレ」ベノレ

ギャノLズバドミントン 相沢マチ子
女の子のおべんとう 沢照澄子

おもしろい宿を探す志 野口冬人

セY トボ-~ア 江尻ぅ't-
写真アィルム徹底研究 大野信吾

叩 III!H!UH!社金制学モ¢拍1I1111111111111!

賢源駒震学入門 槌回数

憲法判例j白研究 大須賀羽

物寝入門コース力学 戸侶盛期

母と子でみる東京大空襲早乙女勝光

ライブスチ』ム 渡辺精一

世籍制満民の経欝教室 建光正弘

最新グヒット商品88 牧野昇

*患然観察会

春白渡v鳥や、海揮植物などを観察する。
日時 5月 8臼〈日) 9時-16時
・揚所相模1111匂口り干潟
・申し込み 4月25日までに往復はがきで。
多数のときは抽ぜんで30人"

女差を見る会「土E霊奇見ょうJ
輪をもっ哩翠・土患を望遠鏡で鶴壊する。

夢加包由。当日掛学教室喜へお聾まりを。

・日時 5月27日〈金)18時-20時

台地j聾観察会・会員募集

昨年に引き続き、支払層・岩石・化石・地形

を観寵する会員を募集している。持望者は、

はがきで申し込みを。

・翼筋期間 4月-59時 3月(毎月 1閉・日
曜日、 9時30分-16時〉
・対最中学生以上

会ツバメの巣の情報を

市内に作られたYパメの主誌の分布状況を謂
べている。曜を見つけた方は、はがきで、次

の事壌を記入して知らせていただきたい。

1、単のある場所(中原3丁目 。。商活由

軒などりように、なるべ〈詳しくコ

2、気がついた日時

3、単白横子 C親鳥が出入りしていた白ひな
がいたなど〉

4、報告者の住所、民名、鑓話番号
交体露日毎週月曜日、祝日、月来

カ博物輯 干254;浅間前12-41需童話33-5111

会員央磁と手品ゲーム

挟濁や、憲濯でできる苧品・彩絵などで子

供の感覚を伸ばそう。

B時 4月24臼(尽)13時-15時
・対象 毅と子 100人仁入場自由・先着順〉

合!ll霊予主主展示会

めったに人の自に触れる乙とのない、めず

富農
際議
芸望日

ii 
会毒富喜子千

紹カカ

;;2ii 
書官雪山

らしい貴重な山野草者提示する。 fス場自由〉
・期間 4 fJ30臼〈土)-5月 1日〈日〉

会量産術教室「デ yサンJ

多様な石乙う像を使って学ぶ。

・期日 5月10日-7月19日 毎週火曜日
時間 18時30分-20時30分
・対事実 膏年15人〈申し込み制〉
・教材費 自己負担

す初z心者の絵吉富教室

抽睦の基本技術を留樽ずる。

・期日 5月11日-6月29日 毎週水曜日
・時開 18時30分-20時30分
対象青年10人(申し込み制〉
・教材費自a負担
会昨賠日毎週月瞳日、 5月 3日、 5fJ6B
官青少年生輯

午254境問町12-41 電諮32-7029

ふじみ聖子団地構会所

髄宝寺

国聾臼公民鐙

出田村ちぴっ子広場

域島公民館

民岡崎公民館

民金田公民館

土壇小学校

出吉沢公民館

誠怯延，j、宇校

金目小学校

京みずほ小学校

出万田民境市蛍住宅

*峡E密会

4Yl1S臼、 5月 7日
4月19白、 5月17日
4月四日、 5月17日
4月20臼、 5月 4B
4月21日、 5月19日
4月21目、 5月19羽
4月22B、5fJ6B
4月26日、 5月初日
4月26目、 5月10日
4月27日、 5月11日
4月28目、 5月12日
4 
4 

・5月15日 (B) 1α時、 14時
f期騒Jカラー 1時間33分
ベストセラーになった三島由紀夫のA晴見の
映間化。

交こども狭酒会

・4月17日〈日) 10時、 14時
「ヨテイボーグ 009Jカラーアニメ84分
・5月 8日仁臼) 10時、 14時
「一体さんj カラーアニメ25分
「孫悟空Jカヨー30分

カ登録替えを

路書館利用券白議録主宰えを行っている。 55
年度に受録された方 (55、56、57の却が押し
てある〉は、有効j割股が切れている白で手続

きを。また、 56、57年度に登銀された方は、
登鋸替えの手続書の後、む利用"'.

会開輯時間

・費出雲室、委参考室、学寝室 9時-16時50分
・乙ども笠火~土噂B 13時-1騎手5071

日曜日 9時-16時部分
食休館日 毎i皐月曜日、祝日、月東
会図書醤龍平254浅間町12-41霞怒31-0，115



話量韓ひら匂診が

母島カレンダー…この釘号室褒を見やすい新へ

量覇第1期 3回受ける
・対象 2歳 (24古明〉から4歳(48
h月〉までの幼児。なお、接種鶴居曹
は 2 呂、 3 回とも 3;畠日間~，ら呂週勝。

騒第2期 1感受ける

-対象事1期自3盟国が鼎わって
から 1母以上l年 6か月以内白期潤

に受ける.なお、第1拐を早めに受
けて、第2期もなるべく 4緩までに
終了するようにしていただきたい。

[4月1
20日 摺社会館、健保全館
民豊田公民館

21日 大野公民館、横内公民館
旭公民溜

22日時鍵セYタ}
束中央腫協土沢支所

みずず王 位ろかず

水野浩和ちゃん
合平理市平壇1113-1原酒在中
吉田自瓦銀行にお勤めの水野渡苫ん

(28歳〉とりえ子さん (28歳〉の
長男。現在9か月で身長72回、品
重量8.1埠、 57年 61'l23日生まれ。
去年11月静問県菊)I[市から転勤
で、平壇に来たばか!?Q:詰軒目ちゃ

ん、近所の子慌がくると体を掻す

って客ぷ。パパは仕事力勾亡しく毎

日帰Dがi崖いので、朝選んでもら
うのが楽しみのひとつ。浩和ちゃ

ん笑顔の写真が:撮れずなめんねe

dグ言語F委委主、 《応事》官製は問きに住所・父母由民名・赤ちゃんの
く券築〉名まえと生年月8.殺の年齢・矯話番号・父親の職業
を書いてお出しください。対韓は1年未満白赤ちゃんです。応募された
はがきは、毎月初日α0日消印まで〉こ締め切り、翌月の広報紙に掲載し
ます。掲載した赤ちゃんには、記念写真と掲藍広報紙10部を差しあげま
す。 く今月の応募者はお人でした〉
富童あて先・干254浅間匪J9番 1号・平壇市広報課赤ちゃん募集係。

。育児相談 帯遊水曜日

ク有1)

上白 1埼

目時間 9時30分-IC時30分

・会場 保健センター

T E L34'-{)311 

[5月3
10日 中原公民館、民間踊公民館
11日 神回公民館、大野公民館
民揖島公民館

12日 横内公民館、京盟国公民館
民金自公民館

13臼 環器垂センタ一、
束中央農協土沢支所

E次回は10月四予定〉

豊富対韓 接種当8に帯電12か月を経過
して72か月来憾の幼児。
重盟接種ヌテ法 開業医・病院で年溜

く7-8月を除<)を通じて接種で
きる。接種田は医邸とと相談を。

綴料金無料

重量持接するも四 母子健康乎娘、保

険証

重富金場探鍵セジタ}

重量受付 午債1時-2時
重量母子健蔵手帳本間・ ~II冊と筆記用

貝を持番 (3か月賂は;本掃のみ〉

[3か汚泥3
5月 4日 58年 1月 1日-108生
5月18臼 58年 1月118-20日生
5月25日 58年 1月21-31回生
口調児1
5月 68 55年 3月 18-10臼生
5月19日 55年 3月118-20日生
51'l26日 55部 3月21日-31日生

砂塘

サラダ抽

ノj、麦粉

しよう 3襖
トイレット
ペーパー

康問

鶏卵

プロパン

灯油

700[1 
揮力粉1地
1 ~パック

65m4儒入

局 1009
M10個入
10m3 

232言官官長宅;読書:信号iij 
去三宮持 iSE雪 ド需~ i時:
九時ii?iii i1?? ; ji 

18 ~配達

75歳以上の方に、 t土ワ、きゅう、あλJま、

マッサージ、指圧の施術費の幼成託行っ

ている。

a受鞭持の交付明治41年 5月31臼以前に生まれた
方は6枚交付。明暗41年 6月 1日から明治42年 3月
までに生まれた方は、 75設になった月から2か月に
1枚の観告で交付する。

き望腰帯 1枚につき 60旺司の自己負担C往診輯も〉

・申し込み 印鑑および鑓!ffi翼手健在持替のうえ、福
祉課老人福祉碍へ。

フ霊で E品察嘉 髭し。昌 宏 き主

ザ
お年寄担にコミュニテイ担増とし

て、また健康司r:lB'lっていただこう

と、公衆浴場者解放して「老人無窮

吹}ピスヂ~J 詮実腐している。

利用申了古きる方は、南内在住の65

歳以どの方と老人クラブ品開の方

で、寵師寺己綴を掲示すれば無棋で入

浴できる。

調放日は銭月揮1、第3、第4水

曜日午後3 時~，ら。提訴苧壊のない

方は、撞祉課老人擢縦係〈鶴喜吉23-

1111内融219)へa
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る
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。
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叩
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。
お
品
開
わ
古

わ
せ
の

2へ
円
近
議
莞

-
A
制
蝿
東
曜
大
学
期
南
校
舎

-
講
嵩
時
間
午
後
4
時
必
升
か
ら

6
時
泊
分
ま
で

入
恒
抑
制
無
制

マ
4
R
n
g
(金
)
「
台
本
白
な
い

ド
ラ
マ
・
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
表
」
呂
志

チ
レ
ピ
解
説
書
員
長
福
田
違
反

マ
5
月
H
H口
(
土
)
「
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
を
取
材
し
て
」
日
本
放
送
協
会
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
魁
チ
ー
フ
ヂ
ィ
レ
ク
タ

i

鈴
木
藤
氏

マ
5
月
お
目
(
木
)
「
世
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。
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翼
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。
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。
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。
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ねこの巡回収容
県動物保護センターでは、捨て犬、捨てね

ζ による自ら犬、のらおこ由増加と、犬むζ

による危害を防ぐため、今回も次四百種でい

らなくなった犬、ね乙白巡回収容を行う。

当日、犬を出されるブ.，，;1:r印かんJ r犬の
鑑札J r注射済票J r愛犬手司郎を持夢むう
え会場へお出かけをa なお、収容車の博留時

間は105封語、また ねζは隠袋かダYボーノレ
簡に入れていただきたい。

5)']7日(土) 5丹148(ニ1:)
9 '00 神毘公民館 9 ， 00 松原公民館
9 '25 大野公民館 9 ，20 須賀公民鎧
9 '50 豊田公民館 9‘40 花水位民主官
10' 10 域島公民館 10' 00 富士見公民遣富
10' 30 金田公民豊富 10・30 中旅公民館
10 ' 50 岡崎公民館 10' 55 鵡公民館
11 ， 10 金尽公民銀 11 ' 15 吉沢公民1富

E 平塚のだるま
三 平器市は、栢慎だるまの原接地 : るものである。機構づ<lJは、 1

乏であD、その本場である 尺 5寸以下の小物に浪D、機構で

2 このだるまを県下で闇初につく ; つ〈った原型在取幻寄せ、底つけ
~ lJ売り出したのは、今から82.3年 j 以下空手作業でするも白であるa

E前のιとで、包之宮の長嶋幸式調l 埼玉県岩槻市自立、摩地それぞ

~ 0865-1906)夫人クニさんの矢口 ; れの形に合っアd京形空機構づくり

E人が八王子から来て、そζの製法 白 している自で、手っ取D串〈そζ
きを同室震に伝えたととによる。 τ から得ている。底にする粘土は真

E 市内で現在つくっているのは、 ι 土産のものを使っていたが、市街

芸華メ探Zさんの孫の冨男さん、宮松 ゐ イヒに伴い取りにくくなったりで、

~ llIJ白間萄守光さん、車八轄の荒井 : ιれも観占ちを取り寄せている。
き昇さん、轟翼さんの 4軒である。 販売は県下一月の歳の市や社寺

E県下ではζ のほ1i'!こ厚木市1軒、 1 の騒日である。県外にも少しは出
“ '一
5 小田原市に1軒あるが、いずれも ! しているが、好みが違い、拡張は

き国男家白製法を伝えている。 函離のようである。

き ζ 申書製造者散を、今1)，ら25年前 : だるまは、中閣に禅宗を伝えた

きの調査 E市内5軒、厚木4軒、小 : インドの菩掲達麿〈ボ .9.ダ}

2出原2軒、上海・相模原市内 1 マ、 -528) の侵撞な容ぼう、溜

E軒〉と比較すると、厚木市をはじめ : 畿座禅9年四堅忍不抜・七転八起
E各地減少している。揖少理由は、 j を象徴したも巴とLづ。だるま京
芸資本の回収が年1回である経詩的 j 来的意味の活符j・規範真理・事

至理由と、技術収揮に長年月を要ナ [ 物などからすると、真理追求の主要

3る接継者離にあるようである。 といってもよかろう。

Z 製法には手づくりと機構づ<lJ 寵庭や企業のお正月用の揖起物

Eの 2方法があるe 苧づくりは、松 : とされているばか幻でな〈、近e
E材で侍った木型に、はがし易い紙 ! ろは選単四時由大物や、夫婦を鐙
E と丈夫な紙を順次魁bつげ、 E賓と i どった結婚式用の赤と自のだるま
2背中世切って取り外した原型に、 j もよ〈出るようになったという。

底つけ・む粉皇室!J.e着けー顔1)， C文調 白井弘〉斑おたず拍I式市

吉・瞳接着けむ全て苦手作識です ! 史繍さん鵠〈費量絡32-5843)へ
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青年教室とは、青年が余隈そ利用して、趣味、教聾

などを高める「学習と伸閣づくりのひろぽ」です。

して18鏡-25麓までの方。
。申し込み 5月14臼までに申込書く青少年重量で用

主輩〉を青少年課ヘ。

青少年課仁竜諮23--1111内館505)

~日一一一一巡 Eヨ鼠程マ〈一一γ一一

4月16日けつ 1α時-----15時駅北口/4月21日
C;O!;)似時-15時東京電力 .1ぴ時-12時横揖
トヨベット・ 13時-15時駅北口/4Jl22BC金3
1日時-15時全農農業技情センター/4月23日
仁土コ 1α時-15時 タイクマ Eしらさざライオン
ズクうプ〉〆4月25日仁丹〉・ 4月26日く火)10碍
-15時東海大学/4Yl30日 E土コ 1出時-15時
粧谷町舟平前仁平塩ライオジズクラブ)/5月2
包 く月〉・ 5月4日(オ()1α蒋-15時駅北口
/5月11日〈オ()10時-15時小松議干金属

}一、ご協力ありがとうございました~、

駅北口 167人、高砂番制73人、横内地[歪74人、
トヨタオ}ト神奈川29人、高閣波熱闘41人、三共
化成田人、籾製作所犯人、モダジプラスチック31
入、ロロコ製梓所26人、三浦ケミカノレ24人、三協
化学59人、県合同庁合23入、中央農協j品交所44人、
大野支所59人、棋島泌主犯人、大神地区25人、土
屋拙区19人、 E宮沢地区15入、日援車体 104人
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